
- 23 - 

視線による遠隔位置制御手法の開発とそのシステム化

人間の視覚特性・眼球運動特性を踏まえた，視線入力による雲台の遠隔制御手法を開発しま

した。遠隔制御システムへの実装による製品開発が期待されます。

本技術の内容・ 特徴

従来技術に比べての優位性

➊ 人間の視覚特性・ 眼球運動特性を反映した

視線入力による雲台制御システム

➋ 人間特性への適合を生体計測により評価

予想される効果・ 応用分野

➊ 遠隔制御システムへの応用

➋ ナチュラルユーザインタフェース技術の

普及・ 発展

提供できる支援方法

 共同研究

 技術相談

 オーダーメード開発支援

知財関連の状況、文献・ 資料

 文献資料
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